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実施結果： 
 

現在私はシェーグレン症候群(SS:Sjögren’s syndrome)における自己抗原特異的 Th17細胞の検出、

およびその臨床的意義に関して研究を進めている。 

M3ムスカリン作働性アセチルコリン受容体(M3R:M3 Muscarinic acetylcholine receptor)に対する免

疫応答は、SS類似の唾液腺炎をマウスにて発症させ、M3Rはシェーグレン症候群において自己

抗原として注目されている。これまでに SS類似マウスモデルを用い、唾液腺炎発症の病態にM3R

反応性 Th1細胞、Th17細胞が関与していることを本研究室の先行研究で報告した。今回アメリ

カリウマチ学会 2019において、ヒト SS患者におけるM3R特異的な IL-17産生 Th17細胞の存在

の証明と臨床との関連を報告し、世界で初めての報告となった。臨床との関連性について、その

疾患活動性との相関、および同じ抗原特異的な B細胞応答との相関を示したことは新しい知見で

ある。 

シェーグレン症候群を専門とする著名な先生方よりご質問も頂き、大変有意義な討論ができたと

感じている。 

頂いた質問としては、 

 

① 本研究ではM3Rペプチドに反応する IL-17産生細胞に focusをあてているが、他の cytokine 

profilingはどうか？ 

② 抗原特異的なサイトカイン産生 T細胞に着目しているが、テトラマーを用いた検討はしてい

るか？ELISpotは定量性がないため FACSで tryしてみてはどうか。 

③ M3Rは外分泌腺以外にも発現していると思うが、他の臓器への影響はどうか？ 

 

といったような質問を頂き、討論をさせて頂いた。 

これまでに内部では検討をしていない観点からの質問も多く、今後の研究発展へと繋げていきたい。 

また現在、上記研究内容をまとめた論文を執筆、投稿中である。 

学会での討論内容も踏まえ、論文を推敲し、publishできるよう研究を続けていきたい。 


